
令和 8年度第 1 回雲南地域保健医療対策会議及び医療介護連携部会 

議事概要 

 

【日 時】 令和 8年 7月 30 日（木）16:00～17:30 

【場 所】 雲南保健所 2 階 集団指導室 (Web 併用) 

【出席者】 出席者名簿のとおり 

【議 事】  

0. 議事開始前に委員長（雲南市西村副市長）・副委員長（奥出雲町仲佐副町長）を選出 

1. 保健医療計画の中間見直しについて 

〇事務局より概要・スケジュール・事務局案を説明（資料 1-1,1-2,1-3） 

→質疑は特になし 

→後日、文書による意見照会を行う 

2. 新たな地域医療構想策定について 

〇事務局より国のガイドラインの概要・議論のポイント・スケジュールを説明（資料 2） 

〇各委員からの意見 

（薬剤師会雲南支部 筒井支部長） 

・患者の医療機関へのアクセス維持の観点が重要。 

（雲南市立病院 佐野院長） 

・構想区域について、国の方針（20～30 万人の区域）はあるが、雲南圏域で独立し

た形での方がやりやすいのではないか。 

（雲南歯科医師会 青木代表） 

・将来に向けて歯科医師の減少による不在地域が懸念。訪問介護・訪問診療等も含め、

中間で拠点になるようなところが今後必要になるのではないか。 

   （奥出雲病院 鈴木院長） 

・将来的には二次医療圏と新たな地域医療構想の構想区域は食い違うことが可能性

としてあっても良いということなのか。構想区域を検討するにあたって論点を明

確にしないと議論が進まないのではないか。 

（訪問看護ステーション協会雲南支部 安達支部長） 

・訪問看護について、切れ目ない高度な医療・看護の提供への支援等の文言がある 

と従事者としては嬉しい。 

（雲南医師会 川本会長） 

・構想区域について、人口の少ない県では都会基準の人口観点だけではなく、地域の

広さ、エリアの観点も必要ではないか。 

 

 



 

3. 病床数適正化緊急支援事業について  

〇事務局より事業概要説明（資料 3-1） 

〇雲南市立病院より状況説明（資料 3-2） 急性期病床 8床削減の意向 

〇事務局より圏域の病床の状況説明（資料 3-3） 

→異議なく承認 

〇雲南市立病院より慢性期病床の稼働状況について状況説明 

〇平成記念病院より慢性期病床削減の考え方について質問あり 

→必要病床数より少ない病床を削減するとなれば、この場での議論が必要。 

それなりの理由があり、この場で認められれば、一応圏域としての意見を出すという

ことになる。（雲南保健所 谷口所長） 

 


